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＊ 釧路市埋蔵文化財調査センター

はじめに
　ここで紹介する資料は、1973年に釧路村天寧の
陸上自衛隊第５師団釧路駐屯地と国道391号線を
接続する村道脇の崖面で採集されたものである
（註）。資料には骨角器が含まれることから貝塚環
境の存在が示唆される。なお本資料は、採集者が
後に釧路工業高等学校郷土史研究部（石川編2012）
で活動した経緯から同部資料群に追加登録した。

１．採集地（第１図）
　採集地は天寧１遺跡内と判断される。同遺跡は
かつてテンネル第１地点と呼ばれ３箇所の貝塚が
含まれている（澤ほか1975）。記録された位置と状
況が一致するのはテンネル北貝塚付近で、ここで
は1968年に釧路考古学研究会（岡崎ほか1968）、
2008年に財団法人北海道埋蔵文化財センターが発
掘調査を実施しており、後年の調査では縄文晩期
後半の魚骨層から骨角貝製品266点が発見された
（鈴木2011）。
　
２．遺物（第２図）
　資料の内訳は、土器20点、
骨角器２点、フレイク１点、
礫２点である。
（１）土器
　１、２は沈線文を施した
もの。胴部はＬＲ縄文。１
は赤色顔料が塗られてい
る。３は縄線文を施したも
の。口唇内面に刻みがある。
３は綾くり文を施したも
の。４は表面と口唇にＬＲ
縄文を施したもの。表面の
条は縦走する。６は波状口
縁をなす無文土器。波長
３.２～３.６cm、最大厚１.２
cm。波頂部は指頭で押圧
され浅く窪む。波底部の口

唇には沈線が施される。焼成は極めて良好で硬質
である。
（２）骨角器
　７は鳥管骨製の刺突具。刺突部は素材を斜めに
切り落として作られている。全長６.９cm、幅０.
７cm。８は索孔をもつ開窩式の銛頭。全長７.７
cm、索孔部幅１.８cm、最大厚０.９cm。先端部は
側縁が緩やかなカーブを描く三角形をなし、表面
側に窪みが作られている。器体中位で側縁は平行
し、同じ幅を保つ。索孔は両面から穿たれ、裏面
では尾部に向かって浅い溝が連結する。この溝内
はわずかに赤変している。索孔内径０.４cm。尾
部は単尾で左縁に偏り、内側が斜めに面取りされ
ている。尾部長２.１㎝。窩はその面取り部から先
細りに作られている。窩の奥行１.０cm、最大内径
０.５㎝。線刻は裏面の先端部に「大」の字様のもの、
尾部に数条施されているほか、索孔付近に横方向
の短く浅い傷がある。素材はシカ角とみられる。

釧路村天寧自衛隊入口（崖）採集の遺物について
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第１図　推定採集位置 ●（道埋文センター2011図Ⅱ-1を改変）
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３．所見
　第１図１～５は、縄文晩期後半の緑ケ岡式から
続縄文前半の興津式に相当する。図示していない
破片もそれらに属する。一方で６は、器形や口縁
形態などにやや異なる特徴があり、時期など不明
な点が多い。
　８の銛頭は、銛先の装着が溝によるものではな
く受皿状の窪みを片面に造作し銛先茎部を緊縛し
たものとみられる。そうした細部の違いは認めら
れるが、形態や窩のあり方から高橋（2004）が仮
称した「幣舞タイプ」に追加してよいであろう。こ
のタイプは現時点で、室蘭市祝津貝塚（大場
1962）、釧路市幣舞遺跡（石川編1999）、礼文町オ
ションナイ砂丘遺跡（山浦ほか2013）で発見されて
いる。天寧１遺跡の2008年調査で本タイプは検出
されなかったが、銛頭の構成やサイズおよび動物
遺存体の内容は幣舞遺跡と酷似しており、単尾開
窩式を主体とする銛頭群に本タイプが含まれるこ
とは十分想定できる。
　本資料は表採という制約はあるが「幣舞タイプ」
が縄文晩期後半から続縄文前半の北海道太平洋側
からオホーツク沿岸において「安定したタイプ」と
して位置付けた見解（高橋前掲）を支持するもの
である。

（註） 自治体及び組織名称は採集当時のものである。
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第２図　遺物

0 5cm土器（1～6）

0 5cm角骨器（7,8）

1

2

3

4
5

6
7

8


